
事業名 泉鏡花文化交流拠点施設整備事業 

担当部署 企画調整課 

事業目的 木の文化都市金沢を象徴する建築物を整備するとともに、泉鏡花の世界や鏡花文

学を育んだ町人文化に親しみ、周辺の文化観光へと誘うことで、文化と通じた交流

を推進する。 

事業内容 木の文化都市・金沢を象徴し、泉鏡花を育んだまちへと誘う文化交流拠点を整備 

検討手法 PFI-BTO(Build（建設）-Transfer（所有権移転）-Operate（運営）) 

＋RO 方式（Rehabilitate(既存施設の改修)-Operate(運営)） 

検討結果 従来方式 

PPP/PFI 手法を

導入しない理由 

本施設は、泉鏡花を核とした文化交流拠点施設として、泉鏡花記念館の大規模リ

ニューアルとなる再整備を行い、現在の泉鏡花記念館の機能強化に加え、鏡花を育

んだまちの魅力を伝え、文化観光の促進を担うこととしている。また、泉鏡花記念

館は、寄附された文化資産の展示と事業展開を主たる事業としており、寄附者の意

向、心情や文化振興事業の質的向上に配慮した上で、その資料の適切な保存管理や

学芸員の専門性を生かした展示などといった学芸業務を実施する必要があること

から、事業者の創意工夫の余地が少ない。 

以上のことから、PPP/PFI 手法を導入しないこととする。 

 

事業名 市民芸術村リニューアル事業 

（①子供の文化芸術活動拠点整備  ②既存施設のリニューアル） 

担当部署 文化政策課 

事業目的 ①子ども達が芸術文化に触れる機会を充実させるほか、アーツカウンシル金沢を 

中心とした伝統芸能や音楽、演劇等を含む文化芸術活動の活性化をめざす。 

②老朽化した建物の大規模な修繕、改修により、歴史的な建物の保存と施設の 

機能維持・強化等を図り、市民の芸術活動拠点を維持する。 

事業内容 ①子どもの文化芸術活動拠点となる新規施設の建設 

②既存施設の建築、設備の修繕、改修 

検討手法 PFI-BTO(Build（建設）-Transfer（所有権移転）-Operate（運営）) 

＋RO 方式（Rehabilitate(既存施設の改修)-Operate(運営)） 

検討結果 従来方式 

PPP/PFI 手法を

導入しない理由 

本事業は、「市民芸術村リニューアル基本構想検討委員会」により、改修内容が

決定されるため設計・整備の仕様が限定的であるほか、施設の特徴であり市民が自

ら自主的な事業展開を行う「市民ディレクター制度」を導入していることから、事

業者の創意工夫の発揮の余地が少ない。また、新規整備する施設についても既存施

設と一体の運営形態となる。 

以上のことから、PPP/PFI 手法を導入しないこととする。 

 

 

 

 

 

 



事業名 西部環境エネルギーセンター基幹的設備改良事業 

担当部署 施設管理課 

事業目的 一般廃棄物処理施設の長寿命化により、既存施設の有効利用と地球温暖化対策の

推進及び災害廃棄物処理体制の強化を図る。 

事業内容 燃焼設備、燃焼ガス冷却設備、排ガス処理設備など、ごみ焼却処理施設の主要設備

や機器の大規模改良工事を実施し、延命化のほか CO2 削減機能の向上や災害廃棄

物処理体制を強化 

検討手法 PFI-RO 方式（Rehabilitate(既存施設の改修)- Operate(運営)） 

検討結果 従来方式 

PPP/PFI 手法を

導入しない理由 

本事業は、「長寿命化総合計画」に基づく設備の改良・更新であり、既存施設の

改良時においては設計・整備の仕様が限定的であり、管理運営の方法も大きく変え

ることができないため、PPP/PFI 手法の導入によるコスト削減は見込み難く、事業

者の創意工夫の発揮の余地が少ない。 

以上のことから、PPP/PFI 手法を導入しないこととする。 

 

 

事業名 学びの多様化学校整備事業 

担当部署 教育総務課 

事業目的 不登校児童生徒への支援体制強化に向けた教育課程をもつ学校を整備する。 

事業内容 旧馬場小学校の校舎等の改修及び長寿命化改良工事 

検討手法 PFI-RO 方式（Rehabilitate(既存施設の改修)-Operate(運営)） 

検討結果 従来方式 

PPP/PFI 手法を

導入しない理由 

本事業は、「学びの多様化学校設置検討委員会」の答申に沿った改修に加え、学

校施設の長寿命化を図る改良工事を実施することから、設計・整備の仕様が限定的

であり、管理運営の方法も大きく変えることができないため、 PPP/PFI 手法の導

入によるコスト削減は見込み難く、事業者の創意工夫の発揮の余地が少ない。 

以上のことから、PPP/PFI 手法を導入しないこととする。 


